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「100 年継続する企業をめざして」 
誇りと責任を持って安心と快適をお届けします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         https://www.nikoh-sng.co.jp 
 

■本  社 〒163-0669 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 36 階 
TEL:03-3344-5711（代表）／FAX:03-3344-5986 

■支  社 東京・神奈川・関東・北海道・新潟・上信・東海・関西・九州 
■営 業 所 札幌・釧路・旭川・帯広・函館・新潟・⾧岡・柏崎・上越・糸魚川・苗場・⾧野・松本 
      ・高崎・さいたま・名古屋・大阪・神戸・福岡・佐世保 
■業務内容 施設運営事業（総合ビルメンテナンス業［設備・清掃・警備］・建物修繕・建物包括診断 

・ホテル客室整備・マンション管理）／プロパティマネジメント事業／介護事業 
■関連会社 二幸ホールディングス株式会社・株式会社アセント・富士防災警備株式会社 

・糸魚川二幸株式会社 
 

 
                        http://hotel-ascent.jp/ 
 

■ホテル アセントイン札幌 北海道札幌市白石区東札幌 3 条 2 丁目 1-3 TEL 011-820-2800 
■ホテル ハミルトン札幌 北海道札幌市中央区南 1 条西 15 丁目 1-238 TEL 011-632-0080 
■ホテル フロンティアいわき 福島県いわき市平字大工町 10-6 TEL 0246-25-1117 
■ホテル アセント浜松 静岡県浜松市中区砂山町 353-1 TEL 053-454-0330 
■ホテル アセントプラザ浜松 静岡県浜松市中区板屋町 2-109 TEL 053-453-2500 
■ホテル サウスガーデン浜松 静岡県浜松市中区砂山町 325-30 TEL 053-451-1800 
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大矢 紀
（日本画家）

◎表紙◎

『さくらんぼ』
（聖籠町）

聖籠町の魅力は何といっても豊富�
な果物。そんな「果樹のまち」聖�
籠町を代表する一品といえば、さ
くらんぼです。
さくらんぼ栽培の歴史は明治時代
までさかのぼり、日本で最も古い
産地のひとつと言われ、現在では

栽培面積、収穫量ともに新潟県一
を誇る特産品となっています。
６月にオープンする観光さくらん
ぼ園では摘み取りができるほか、
直売所もあるので、聖籠町の旬が
気軽に楽しめます。

雨に咲く花（萼紫陽花）「大矢紀画文集『折々の花』」より

大矢 紀（おおや・き）氏は、昭和 11 年（1936 年）、三島郡与板町（現・長岡市） 
で生まれる。日本画家。「生命の胎動」をテーマに山、樹木、花鳥風月を描く。
18 歳から前田青邨、平山郁夫に師事。1955 年第 40 回院展に『石神井川』で 
初入選。1970 年 第 55 回院展奨励賞、白寿賞を受賞、以後同賞を 12 回受賞。
1998 年、院展『海峡』を制作、日本美術院同人に推挙される。以後受賞多数。 
著書に「大矢紀画文集『折々の花』」（日本放送出版協会）など。2006 年には 
長岡市名誉市民に。2024 年 6 月、『北の神山』令和 5 年度日本芸術院賞受賞。

NIIGATA《名作・至宝》GALLERY
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欲
し
い
と
の
質
問
に
対
し
、
廣
川

副
会
長
か
ら
在
任
中
に
新
会
館
の

建
築
を
代
表
と
す
る
多
く
の
実
績

に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
報
告
事
項
と
し

て
、
東
京
新
潟
県
人
会
館
の
佐
藤

理
事
長
か
ら
県
人
会
館
の
テ
ナ
ン

ト
や
会
議
室
の
賃
貸
に
関
す
る
現

状
の
経
過
報
告
が
あ
っ
た
。

　

総
会
の
第
一
部
終
了
後
、
長
期

に
亘
り
会
長
職
を
お
努
め
い
た
だ

い
た
小
林
保
廣
氏
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
た
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、

ご
の
功
績
を
讃
え
る
拍
手
で
更
な

る
ス
テ
ー
ジ
で
ご
活
躍
さ
れ
る
事

を
祈
念
し
た
。

第
二
部
「
懇
親
会
」
で
和
や
か
な

歓
談
の
輪
が
広
が
る

　

総
会
終
了
後
、
総
会
参
加
者
に

よ
る
第
二
部
の
「
懇
親
会
」
が
、

鈴
木
清
総
務
委
員
会
副
委
員
長
の

司
会
に
よ
り
賑
々
し
く
始
ま
り
、

冒
頭
、
開
宴
挨
拶
を
鈴
木
副
会
長

が
行
い
、
続
い
て
、
ご
来
賓
の
白

沢
知
美
様
と
坂
井
秋
樹
様
の
祝
辞

を
頂
戴
し
た
後
、
乾
杯
の
発
声
を

井
嶋
猛
様
が
行
い
、
親
睦
の
宴
が

始
っ
た
。
情
報
交
換
を
含
め
て
歓

談
に
移
り
、
あ
ち
こ
ち
の
テ
ー
ブ

ル
で
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
挨
拶

や
自
己
紹
介
が
盛
ん
に
行
わ
れ

た
。
中
締
め
の
挨
拶
を
田
中
真
佐

彦
様
が
行
い
、
最
後
に
及
川
恒
夫

副
会
長
の
閉
宴
の
挨
拶
で
名
残
を

惜
し
み
な
が
ら
午
後
２
時
に
目
出

度
く
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
総
務
委
員
会�

及
川�

恒
夫
記
）

株
式
会
社�

新
潟
日
報
社

執
行
役
員
東
京
支
社
長

　

井
嶋　

猛　

様

一
般
財
団
法
人�

東
京
新
潟
県
人

会
館�

理
事
長　
佐
藤　
永
久　
様

ご
来
賓
を
代
表
し
て�

渡
辺
慎
一

様
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
県
人
会
の
会
則
第
15

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
小
林
会

長
が
総
会
の
議
長
席
に
着
き
、
議

事
録
署
名
人
に
樋
口
昭
、
宮
内
富

子
両
常
務
理
事
を
指
名
。

　

審
議
に
入
る
前
に
議
長
か
ら
本

日
の
議
案
は
直
近
に
開
催
の
常
務

理
事
会
に
於
い
て
審
議
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
議
事
に

入
っ
た
。

第
一
号
～
第
六
号
議
案
ま
で

異
議
な
し
で
承
認

　

第
一
号
議
案
『
令
和
５
年
度

事
業
報
告
』
お
よ
び
第
二
号
議
案

『
令
和
５
年
度
収
支
決
算
報
告
・

監
査
報
告
』
は
、
互
い
に
関
連
す

る
た
め
一
括
し
て
審
議
す
る
と
し

て
、
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
事

業
概
要
と
収
支
決
算
報
告
を
小
林

会
長
に
代
わ
っ
て
石
塚
委
員
長
が

添
付
資
料
を
読
み
上
げ
、
監
査
報

告
を
監
事
を
代
表
し
て
和
田
政
雄

監
事
か
ら
、「
収
支
決
算
書
は
適

正
と
認
め
る
」
と
の
会
計
監
査
報

告
が
あ
り
、
異
議
な
し
の
拍
手
で

第
一
号
議
案
と
第
二
号
議
案
は
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
第
三
号
議
案
『
令
和

６
年
度
事
業
計
画
案
』
お
よ
び
第

四
号
議
案
『
令
和
６
年
度
収
支
予

算
案
』
に
つ
い
て
も
互
い
に
関
連

す
る
と
し
て
一
括
し
て
審
議
さ

れ
、
村
山
副
会
長
が
事
業
計
画
案

と
収
支
予
算
案
を
資
料
に
基
づ
い

て
説
明
し
た
。
採
決
の
結
果
、
異

議
な
し
の
拍
手
を
以
て
第
三
号
議

案
と
第
四
号
議
案
は
、
原
案
ど
お

り
に
可
決
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て

第
五
号
議
案
の
役
員
改
選
に
つ
い

て
鈴
木
副
会
長
か
ら
選
考
経
過
と

結
果
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
役

員
候
補
案
が
示
さ
れ
、
異
議
な
し

の
賛
成
を
得
て
新
役
員
が
決
定
し

た
。
宮
田
亮
平
新
会
長
か
ら
抱
負

を
含
む
就
任
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
廣
川

副
会
長
か
ら
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
第
六
号
議
案
会
則
の
改

定
案
の
審
議
に
入
り
、
村
山
副
会

長
の
説
明
の
後
、
異
議
な
し
の
拍

手
で
可
決
決
定
さ
れ
た
。

　

議
長
か
ら
こ
れ
を
以
っ
て
議
案

の
審
議
は
終
了
し
た
こ
と
を
宣
言

し
総
会
議
事
を
滞
り
な
く
終
了
。

な
お
、
今
総
会
の
各
議
案
審
議
中

に
次
の
質
問
事
項
・
新
役
員
の
経

歴
や
年
齢
な
ど
や
現
会
員
の
構
成

内
訳
、
会
員
増
強
策
、
事
務
局
員

の
募
集
状
況
な
ど
が
有
り
、
担
当

副
会
長
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
退
任
さ
れ
る
小
林
会
長
の
10

年
余
の
実
績
に
つ
い
て
紹
介
し
て

東
京
新
潟
県
人
会
定
時
総
会
開
催

　

令
和
６
年
５
月
18
日
（
土
）
午

前
11
時
、
東
京
新
潟
県
人
会
館
２

階
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
東
京
新
潟

県
人
会
第
１
１
４
回
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
来
賓
を
含
め
て
83
名

が
出
席
し
、
総
務
委
員
会
委
員
長

石
塚
智
の
司
会
の
下
、
総
会
が
進

行
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
開
会
に
先
立
ち
、
昨
年

度
中
に
逝
去
さ
れ
た
会
員（
９
名
）

の
お
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
全

員
起
立
し
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
開
会
に
あ

た
り
開
会
の
挨
拶
を
総
会
実
行
委

員
の
村
山
政
利
副
会
長
が
行
い
、

続
い
て
、
小
林
保
廣
会
長
の
会
長

挨
拶
の
後
、
総
会
に
ご
臨
席
の
ご

来
賓
６
名
を
紹
介
。

新
潟
県�

東
京
事
務
所

　

所
長　

渡
辺　

慎
一　

様

新
潟
県
知
事
政
策
局
広
報
広
聴
課

　

課
長　

白
沢　

知
美　

様

公
益
財
団
法
人�

に
い
が
た
産
業

創
造
機
構　

銀
座
・
新
潟
情
報
館

T
H
E�N
IIGA

T
A

　

館
長　

田
中　

真
佐
彦　

様

新
潟
市�

東
京
事
務
所

　

所
長　

坂
井　

秋
樹　

様

総会議長を務める小林保廣会長来賓挨拶の渡辺慎一新潟県東京事務所長小林会長へ杉山副会より花束贈呈

※�

な
お
、
総
会
議
案
資
料
は
別
紙
に

て
作
成
、
添
付
。

　
　

日
時
：
令
和
６
年
５
月
18
日（
土
）

　
　

会
場
：
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
館（
県
人
会
館
）２
Ｆ
ホ
ー
ル

令
和
６
年
度 

定
時
総
会 

開
催

第
１
１
４
回

（�4�）



　

本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
総
会
に
お
集
ま

り
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
元
気
な
姿
を
拝
見
し
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
私
は
10
年
務
め
ま
し
た
東
京
新

潟
県
人
会
会
長
を
退
任
し
て
名
誉
会
長
に
就

任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
任
の
平
さ
ん
か
ら
会
長
と
い
う
大
役
を

引
継
ぎ
試
行
錯
誤
の
日
々
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
副
会
長
を
始
め
役
員
の
皆
さ

ま
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
乗

り
越
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　

◉

　

平
成
26
年
（
１
９
１
４
年
）
の
会
長
拝
命

以
来
の
こ
の
10
年
―
―
。
私
に
と
っ
て
、
あ

る
意
味
あ
っ
と
い
う
間
と
い
う
感
が
ご
ざ
い

ま
す
。
し
か
し
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

日
本
国
に
と
っ
て
も
、
私
ど
も
東
京
新
潟
県

人
会
に
と
っ
て
も
、
ま
さ
に
激
動
の
時
代

だ
っ
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
５
月
、
皇
太

子
徳
仁
親
王
が
天
皇
に
即
位
、
令
和
に
改
元

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

４
月
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

　

こ
の
た
び
東
京
新
潟
県
人
会
の
第
十
二
代

会
長
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
一
〇
年
（
明
治
十
三
年
）
の
創
立
以
来
、

初
代
会
長
の
大
倉
喜
八
郎
翁
を
は
じ
め
名
だ

た
る
方
々
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
大

役
で
す
。身
に
余
る
重
責
で
は
あ
り
ま
す
が
、

微
力
な
が
ら
会
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

佐
渡
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
が
東
京
藝
術
大

学
の
受
験
の
た
め
上
京
し
た
日
の
こ
と
は
、

今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
新
潟
か
ら
上

野
駅
に
到
着
し
た
汽
車
か
ら
集
団
就
職
で
上

京
し
て
き
た
中
学
生
た
ち
が
ど
っ
と
ホ
ー
ム

に
降
り
立
ち
、
コ
ン
コ
ー
ス
に
は
奉
公
先
の

工
場
や
商
店
名
を
記
し
た
紙
を
掲
げ
た
人
々

が
ま
だ
幼
さ
の
残
る
少
年
少
女
々
を
待
ち
構

え
て
い
ま
し
た
。
一
九
六
四
年
、
高
度
経
済

成
長
の
さ
な
か
で
す
。
秋
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
を
控
え
て
い
た
東
京
は
熱
気
を
は
ら
ん

で
い
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
宮
田
家
と
東
京
の
縁
は
祖
父
の

時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
佐
渡
で
蝋

型
鋳
金
の
技
法
を
受
け
継
ぐ
金
工
作
家
だ
っ

た
祖
父
の
初
代
宮
田
藍
堂
が
東
京
美
術
学
校

（
現
東
京
藝
術
大
学
）
に
招
か
れ
た
の
は
明

治
時
代
の
こ
と
で
す
。
以
来
、
私
の
兄
二
人

れ
未
曾
有
の
「
コ
ロ
ナ
禍
」
期
が
平
成
５
年

（
２
０
２
３
年
）
５
月
８
日
の
感
染
症
法
上

の
「
５
類
」
移
行
ま
で
続
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
期
に
及
ん
で
、
私
ど
も
県

人
会
に
と
っ
て
は
、会
発
足
以
来
の
大
仕
事
、

平
成
30
年
11
月
の
新
会
館
建
設
安
全
祈
願
祭

か
ら
工
事
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
新
会
館

が
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
に
漸
く
完

成
。
12
月
６
日
晴
れ
て
「
竣
工
式
」
を
行
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
会
員
の
皆
さ
ま
の
献
身
的
な
ご

尽
力
・
ご
協
力
に
は
、
本
当
に
頭
の
下
が
る

思
い
で
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

◉

　

今
後
は
、
宮
田
さ
ん
が
会
長
就
任
と
な
り

ま
す
の
で
、
私
同
様
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
は
名
誉
会
長
と
し
て
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
と
東
京
新

潟
県
人
会
発
展
に
向
け
て
お
手
伝
い
で
き
ま

し
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願

申
し
上
げ
ま
す
。

と
姉
、
私
、
そ
し
て
私
た
ち
の
息
子
、
娘
の

代
に
至
る
ま
で
四
代
に
わ
た
り
九
人
が
藝
大

で
学
び
ま
し
た
。

　

私
は
三
度
目
の
入
試
で
合
格
し
て
以
降
、

藝
大
で
学
び
、
教
え
、
学
長
、
文
化
庁
長
官

の
役
職
ま
で
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。そ
の
間
、

半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
大
学
に
ほ
ど
近
い

東
京
新
潟
県
人
会
館
を
「
第
二
の
故
郷
」
の

拠
点
と
思
い
定
め
、
新
年
の
祝
賀
会
、
夏
の

納
涼
ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す
る
催
し
を
心
待

ち
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
だ
け
に
創
立
百
十
周
年
記
念
の

二
〇
二
〇
年
十
二
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
県

人
会
館
「
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
館
」
の
一
階

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
平
辰
名
誉
会
長
の
肝
煎
り

で
私
の
作
品
「
勇
進
」
を
置
い
て
頂
い
た
こ

と
は
、
大
変
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

　

作
品
は
新
潟
の
魅
力
を
日
本
だ
け
で
な

く
、
世
界
に
発
信
す
る
勇
姿
を
表
現
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
新
潟
県
人
会
の
理
念
で

あ
る
「
ふ
る
さ
と
へ
の
架
け
橋
」
を
渡
す
旗

振
り
役
を
務
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

層
の
ご
指
導
と
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
永
年
の
、ご
尽
力
ご
協
力
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

 

第
十
一
代
会
長　

小
林　

保
廣

ふ
る
さ
と
へ
の
架
け
橋
に

 

第
十
二
代
会
長　

宮
田　

亮
平
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銀座・新潟情報館 THE NIIGATAからのお知らせ
　昨年12月に閉館した表参道・新潟館ネスパスの後継施設として、新潟県の新たな首都圏情報発信
拠点「銀座・新潟情報館 THE NIIGATA」がいよいよオープンします。

1　所在地　●東京都中央区銀座５丁目６―７（銀座鈴らん通り）　
　　　　　　●最寄駅　東京メトロ銀座駅（丸ノ内線、日比谷線、銀座線）
　　　　　　　※出口A２又はB５から徒歩２分　※本来の最寄出口はＡ１ですが、本年11月まで工事中です。
　　　　　　　　ＪＲ山手線・京浜東北線・東京メトロ有楽町駅から徒歩８分

2　施設の概要

「施設ブランドロゴのデザインコンセプト」
新潟のN、新しさ（New）、これまでの新潟としての懐かしさ

（Nostalgia）のNを象ったシンボルマークは、ぐっと上に向かっ
て開いていく形状や拡声器のかたちを取り入れ、新潟が日本、
そして世界に向けて広くひらいていく様子を示しています。

１F　物販 ３Fイベントスペース ビル全景

施設入口（正面）

階数 フロア構成 運営事業者等 オープン日
B1 移住相談窓口・事務所 新潟県他 令和６年６月 17 日
１F 物販（食品・おにぎり販売） JR 東日本新潟シティクリエイト 令和６年８月８日
２F 物販（酒・飲料、生活関連商品） 　　　　　　同上 同上
３F イベントスペース （公財）にいがた産業創造機構 令和６年６月 17 日
８F 飲食スペース（THE NIIGATA Bit GINZA） 株式会社 Bit 令和６年５月 31 日

位置図
©乃村工藝社©乃村工藝社

©乃村工藝社©乃村工藝社©乃村工藝社©乃村工藝社

銀座三越

日
比
谷
線

日
比
谷
線

晴
海
通
り

晴
海
通
り

銀座通り（中央通り）銀座通り（中央通り）

並木通り並木通り

至日本橋至汐留

至新橋

銀座鈴らん通り銀座鈴らん通り

西銀座通り（外堀通り）西銀座通り（外堀通り）

銀座

和光

松屋銀座

東急プラザ銀座

東京交通会館有楽町
イトシア

有楽町
マリオン

GINZA
SIX

銀座線

中央改札

数寄屋橋交差点改札

J R 有楽町駅

銀座四丁目
交差点改札

丸の内線

（ 6 ）



地区県人会・郷人会だより
　

年
頭
の
能
登
半
島
地
震
で

は
上
越
市
の
一
部
で
も
被
害

が
出
た
、
故
郷
を
憂
い
な
が

ら
も
総
会
の
た
め
の
準
備
は

１
月
か
ら
大
嶋
会
長
始
め
役

員
一
同
で
着
々
と
進
め
ら
れ

当
日
を
迎
え
た
。
来
賓
の

方
々
と
会
員
を
含
め
56
名
の

参
加
を
得
て
、
昼
か
ら
午
後

３
時
ま
で
審
議
と
イ
ベ
ン

ト
、
懇
親
会
を
楽
し
ん
だ
。

　

Ⅰ
部
で
は
大
嶋
会
長
の

「
会
員
の
減
少
に
よ
る
郷
人

会
の
存
続
に
つ
い
て
の
困
難

さ
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
」

と
い
う
内
容
の
挨
拶
の
後
、

上
越
市
長
代
理
で
佐
藤
正
明

浦
川
原
区
総
合
事
務
所
長

（
写
真
左
上
）、
東
京
新
潟
県

人
会
会
長
代
理
の
福
原
弘
県

人
会
副
会
長
、
石
田
裕
一　

上
越
市
議
会
議
長
か
ら
挨
拶

を
頂
い
た
。
そ
の
後
決
算
や

予
算
事
業
計
画
な
ど
議
事
の

審
議
を
終
え
て
か
ら
Ⅱ
部
イ

ベ
ン
ト
は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の

川
原
可
奈
さ
ん（
写
真
左
中
）

の
天
上
に
響
く
清
ら
か
な
歌

声
に
聴
き
入
り
会
場
は
静
ま

り
返
え
る
。
ア
メ
イ
ジ
ン
グ

グ
レ
イ
ス
な
ど
3
曲
、
ア
ン

コ
ー
ル
で
は
オ
ー
ソ
レ
ミ
オ

を
熱
唱
さ
れ
た
。

　

Ⅲ
部
の
懇
親
会
は
梅
谷
守

衆
議
院
議
員
、
東
京
十
日
町

会
の
春
日
寛
会
長
に
挨
拶
を

頂
き
、
藤
田
こ
う
し
浦
川
原

区
地
域
協
議
会
会
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
開
始
、
恒
例
の
福

引
抽
選
会
で
は
ふ
る
里
の
物

産
品
な
ど
多
く
の
方
の
協
賛

を
得
て
も
れ
な
く
景
品
が
当

た
り
盛
り
上
が
る
。

　

宮
川
勇
浦
川
原
中
学
校
同

窓
会
会
長
に
よ
る
中
締
め
後
、�

再
び
川
原
可
奈
さ
ん
の
歌
唱

指
導
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合

唱
し
故
郷
に
思
い
を
募
ら
せ

る
。
郷
里
代
表（
写
真
左
下
）

に
よ
る
力
強
い
エ
ー
ル
を
も

ら
い
在
京
代
表（
写
真
右
下
）

も
エ
ー
ル
で
応
え
た
。

�

（
東
京
浦
川
原
会
広
報
）

東
京
浦
川
原
会
総
会�

会
長　

大
嶋�

勇

第
34
回　
総
会
・
懇
親
会

日
時
：
令
和
６
年
３
月
17
日（
日
）

会
場
：
上
野
精
養
軒

『How to 健康寿命実現』のご案内

●開催日時　令和６年６月 30日（日）14：00～ 17：00
●受付　13：30 ～　定員 50 名　　●会場　東京新潟県人会館　２階ホール
●参加費　2,000 円（受付にて）／健康茶菓・健康グッズ等抽選会費含む
●申込　東京新潟県人会事務局　TEL 03-3832-7619　FAX 03-3832-7639【申込〆切：６月 20日（木）】
●お問い合わせ先　会員委員会　林　一雄　TEL 090-8025-5255

【３部】懇談会　貴方の身体のお悩みご相談ください

【１部】講　演

講演者／松屋浅草店　ＳＤＧ健康本舗　食生活アドバイザー　森田  義和 氏

【２部】実　技　「脳内がα波になるバンドトレーニング」

講演・実技／株式会社ジェイ・コミュニケーション・アカデミー代表取締役
　　　　　　スポーツ医学博士　治面地  順子 氏

＊トレーニング体験ご希望者は、動きやすい服装でお越しください。

主催　東京新潟県人会会員委員会

こんな時代の健康法とトレーニングテーマ

詳細は５月号同梱のチラシをご覧下さい。

（�7�）



地区県人会・郷人会だより
■
新
発
田
市
は
、古
く
は
10 

万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え

た
新
潟
県
の
中
核
都
市
。県

人
会
創
設
の
祖
・
大
倉
喜
八

郎
翁
生
誕
の
地
。城
下
町
新

発
田
会
は
、平
成
13
年（
２ 

０
０
１
年
）、上
野
池
之
端
文

化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、総

勢
53
名
出
席
の
も
と
発
足
。

■
城
下
町
新
発
田
会
会
報

『
あ
や
め
』は
、年
３
回
発
行
。

最
新
号
・
第
80
号
拝
見
。

体
裁
は
、Ａ
４
判
・
全
６
頁

左
開
き
・
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
。

各
頁
は
全
て
ヨ
コ
組
。

・
表
紙（
P1
）：
タ
イ
ト
ル
、 

「
令
和
６
年
新
年
祝
賀
会
を 

開
催
」

・
Ｐ
２
：「
近
況
報
告
」（
新
年 

会
出
欠
は
が
き
よ
り
22
氏 

の
コ
メ
ン
ト
）

■
松
代（
ま
つ
だ
い・
旧
東
頚 

城
郡
松
代
町
）は
、十
日
町
市 

エ
リ
ア
の
最
北
西
部
に
位
置 

す
る
古
い
歴
史
の
あ
る
町
。

東
京
松
代
会
は
、
平
成
３
年

（
１
９
９
１
）、
新
宿
モ
ノ
リ

ス
29
に
於
い
て
、
800
名
の
参

加
者
を
も
っ
て
発
足
（
創
立

会
長
・
関
谷 

徳
次
郎
）。

■
会
報
『
東
京
松
代
会
』
は
、

平
成
４
年
１
月
、
創
立
記
念

第
１
号
が
発
刊
さ
れ
、
全
会

員
及
び
松
代
町
全
戸
に
配
布
。 

体
裁
は
、Ａ
４
判
・
表
紙
１
～ 

４
・
別
紙
４
色
カ
ラ
ー
。本
文 

44
頁
４
色
カ
ラ
ー

■
最
新
号
・
第
34
号
拝
見
。

・
表
紙：「
越
後
松
代
冬
の
陣
」

・
Ｐ
２
～
３
：
挨
拶

　
　
　

石
田 

廣
行
・
会
長

　
　
　

山
本 

健
次
・
幹
事
長

■
豊
浦
は
、
東
に
飯
豊
の 

山
々
、西
に
福
島
潟
を
控
え
、

年
間
50
万
人
が
訪
れ
る
月 

岡
温
泉
を
擁
し
て
い
ま
す
。

し
ば
た
豊
浦
会
は
、
平
成
10

年（
１
９
９
８
）に
、
芹
野
秀 

夫
前
豊
浦
町
長
の
音
頭
で
発

足
。
豊
浦
町
は
平
成
15
年
に

新
発
田
市
に
合
併
。

■
会
報『
と
よ
う
ら
通
信
』最 

新
号
・
第
15
号
拝
見
。

体
裁
は
、Ａ
４
判
・
表
紙
共
全 

16
頁
・
オ
ー
ル
・
カ
ラ
ー
。

・
表
紙
（
Ｐ
１
）：
写
真

「
秋
の
福
島
潟
を
歩
く

 

と
よ
う
ら
歩
こ
う
会
」

　
　

撮
影
・
磯
部 

実 

会
長

・
Ｐ
２
：
新
発
田
市
し
ば
た
豊 

浦
会
「
創
立
25
周
年
記
念
祝 

賀
会
」「
第
９
回
ふ
る
さ
と
訪 

問
」
白
玉
の
湯 

泉
慶

・
Ｐ
３
：「
新
発
田
郷
土
研
究 

会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
」

　
　
　

皆
木 

邦
夫
・
会
長

写
真 

令
和
５
年
度 

新
発
田

郷
土
史
講
座
・
山
浦
建
夫
・
講 

師
（
２
／
３
）

・
Ｐ
４
：「
北
新
潟
農
業
協
同 

組
合
（
JA
北
新
潟
）
が
発
足
」

・
Ｐ
５
：T

opics

「
東
京
新
潟
県
人
会 

華
や
か
に 

新
年
会
」、「
関
西
新
潟
県
人
会
総 

会
・
懇
親
会
に
招
待
」

・
Ｐ
６
：T

opics

「
表
参
道
・
ネ
ス
パ
ス
が
閉
館
」

「
え
び
な
市
民
ま
つ
り
に
新
発

田
市
の
ブ
ー
ス
が
出
店
」

・
各
頁
に
計
13
コ
マ
の
広
告

■
発
行
：
城
下
町
新
発
田
会

　
　
　
　

広
報
委
員
会

・
問
合
せ
：
城
下
町
新
発
田

　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・Ｐ
３
～
25【
松
寿
会
だ
よ
り
】 

草
村
慶
子
「
手
乗
り
文
鳥
フ

ミ
ち
ゃ
ん
と
の
幸
せ
な
時
間
」 

以
下
29
氏
の
エ
ッ
セ
イ
。

・
Ｐ
26
：
文
芸
欄 

・
Ｐ
27
：

面
白
可
笑
は
ん
せ
い
記

Ｐ
36
～
44
：
東
京
松
代
会
会

則
、東
京
松
代
会
第
32
期
決
算
、 

令
和
６
年
度
活
動
計
画　

等

　

副
市
長 　

伊
藤 

純
一

　

名
誉
顧
問 

白
田 

久
由

　

六
代
会
長 

高
山 

博
司

・
Ｐ
３
：
豊
浦
会
の
皆
様
へ

（
株
）せ
い
た　

清
田 

雅
人

・
Ｐ
４
～
５
：
天
王
ま
つ
り

（
須
佐
之
男
神
社
）し
ば
た
総 

ま
つ
り
２
０
２
３
夏 

城
下

町
新
発
田
祭 

豊
浦
三
大
祭

城
下
町
新
発
田
会

�

会
長・小
野�

悦
男

東
京
松
代
会

�

会
長・石
田�

廣
行

会報拝見
Part-Ⅳ
10

会報拝見
Part-Ⅳ
11

会報拝見
Part-Ⅳ
12

し
ば
た
豊
浦
会

�

会
長・高
山�

博
司

城下町新発田会会報
あやめ
第 80 号

2024年３月15日

とうきょうまつだいかい
会 報

東京松代会
令和６年 第34号

ふるさとをつなぐ
しばた豊浦会
とようら通信
2023 ⑪月号

会報誌 第15号

■
発
行
：
東
京
松
代
会

・
発
行
人　

石
田 

廣
行

 

（
東
京
松
代
会
会
長
）

〒354-0041

埼
玉
県
入
間
郡 

三
芳
町
藤
久
保
33-

13
・

T
el

：049-258-0631
■
編
集
：
東
京
松
代
会

　
　
　
　

会
報
編
集
室

・
編
集
人　

高
橋 

徳
次

 （
東
京
松
代
会
広
報
委
員
長
）

〒354-0042

埼
玉
県
入
間
郡 

三
芳
町
み
よ
し
台
２-
Ｂ
306

T
el

：090-8495-4083
Fax

：049-259-1528

・
Ｐ
６
～
７
：「
若
手
農
家
に 

よ
る
耕
畜
連
携
の
新
組
織

「
新
発
田
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
」

設
立
」「
豊
浦
地
区
土
地
利
用 

型
農
業
を
考
え
る
会
」
設
立

・
Ｐ
10
：
富
樫
勇
樹
が
外
線

…
Ｐ
８
、９
、
11
～
15 

略

・
裏
表
紙（
Ｐ
16
）：
入
会
の

　

ご
案
内

■
発
行
：

し
ば
た
豊
浦
会
（ST

K

）

Shibata T
oyoura K

ai

・
問
合
わ
せ
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

（
広
報
・
樋
口
）
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◎日　程：６月９日（日）～10 日（月）１泊２日・定員 20 名

東京新潟県人会旅クラブ・東京白根会 共催

【お申込みお問い合わせは事務局へ】Tel：03-3832-7619　Fax：03-3832-7639

300 年もの伝統をつなぐ想い
「白根大凧合戦」

中ノ口川を挟んで対岸にある白根地区と味方地区の間で行われる大凧合戦が有名。
大凧が絡み、縄を引き合う瞬間は思わず息を呑むほどの迫力です。

◎交流懇親会の会場及び宿泊旅館：岩室温泉「めんめん亭 わたや」
　　　　　　　　　　　　　　　　〒 953-0104　新潟市西蒲区岩室温泉 581　Tel  0256-82-0001
◎集　合：JR 上越新幹線「燕三条駅」改札口 附近 11：30　　南区役所前 12：00
◎参加費：30,000 円（宿泊代朝夕食込 ＋ 懇親会費 ＋ 昼食代×２ ＋ 観覧席料 ＋ 観光その他 諸費）
　　　　　（東京～燕三条間の往復運賃は、含まれておりません。各自のご負担でご購入下さい。）

「白根大凧合戦観戦ツアー」のご案内

布 遊 び
［ 古布でブローチを作りましょう］

●主　　催 女性委員会
●日　　時 ７月５日（金）13時～ 16時
●会　　場 県人会館　会議室（４）号室
●参 加 費 500円（材料費込み） ※セット材料となります（当日現金受取）

●定　　員 15名まで
 ※先着順、定員になり次第締め切りとなります

●持 ち 物 ・針（短針・長針）
 ・針山
 ・ぬい糸（グレー・紺・うすい色）
 ・しつけ糸
 ・指貫
 ・はさみ（布・糸用）
●受付期間 ５月１日（水）～６月14日（金）まで　※氏名と連絡先をお知らせください

●申込受付 県人会本部事務局　TEL 0 3 - 3 8 3 2 - 7 6 1 9
 お友達とお誘い合わせてご参加ください（担当講師：鎌滝）

１日目
６/９（日）

上越新幹線 新潟行き（23番線）９：28発「とき313号」
各地/東京駅　≫≫≫　燕三条駅着 11：16 　燕三条駅改札口付近に集合 11：30
→　送迎バスに乗車→　12：00 南区役所前着→　12：10 昼食会場へ移動
14：00～17：00　大凧合戦会場・有料観覧席（特設の桟敷席）で大凧合戦 観戦
→　17：00 送迎バス乗車「岩室温泉」へ　→18：30～20：30「交流懇親会」
　　（懇親会のみの日帰り参加も歓迎：参加費用は１万２千円）閉会後自由解散 21：00（宿泊）

２日目
６/10（月）

９：00 宿を出発、送迎バス→　南区役所前→　地域見学・観光・買い物　→
12：00 昼食　→14：00頃「燕三条駅」で 自由解散　→
14：39 燕三条発 上越新幹線（「とき324号」東京行き）→　16：28 東京駅着　解散

（ 9 ）



事務局からのお知らせ

４
月
度
会
館
利
用
状
況

１
日
㈪	

（
株
）ホ
ー
プ
ス

	
	

（
株
）ア
イ
テ
ィ
ー
プ
ロ
デ
ュー
ス

２
日
㈫	
た
つ
み
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

正
副
会
長
会
議
常
務
理
事
会

	
	

総
務
委
員
会

３
日
㈬	

（
株
）ホ
ー
プ
ス

	
	

メ
デ
ィ
コ
ム
ジ
ャ
パ
ン

４
日
㈭	

（
株
）ホ
ー
プ
ス

	
	

組
織
委
員
会

６
日
㈯	

東
京
浦
川
原
会

	
	

岩
首
東
京
人
会

	
	

東
京
中
之
島
会

	
	

シ
ャ
ト
ル
の
会

７
日
㈰	

東
京
中
野
俣
会

８
日
㈪	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

９
日
㈫	

吉
乃
川（
株
）

	
	

ふ
る
さ
と
文
化
交
流
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

明
話
会

10
日
㈬	

（
一
社
）国
際
環
境
研
究
協
会

11
日
㈭	

文
化
委
員
会

	
	

ふ
る
さ
と
上
越
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

12
日
㈮	

草
木

	
	

歌
声
ク
ラ
ブ

	
	

広
報
委
員
会

13
日
㈯	

東
京
松
代
会	

山
平
会

	
	

東
京
中
之
口
会

	
	

北
越
高
校
関
東
北
友
会

	
	

城
下
町
新
発
田
会

	
	

高
田
高
女
北
城
高
校
同
総
会

	
	　

東
京
支
部

	
	

直
江
津
高
校
同
窓
会

	
	

関
東
支
部

	
	

一
般
社
団
法
人	O

CT
O
PU
S

	
	

東
京
出
雲
崎
会

	
	

東
京
柏
商
同
窓
会

14
日
㈰	

東
京
弥
彦
村
人
会

	
	

東
京
分
水
会

	
	

東
京
相
川
会

	
	

東
京
笹
神
会

	
	

佐
渡
お
け
さ
踊
り
隊

	
	

東
京
片
貝
会

15
日
㈪	

新
潟
お
け
さ
会

16
日
㈫	

登
石
記
代
アッ
プ
ス
タ
イ
ル
研
究
会

	
	

東
京
魚
沼
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

18
日
㈭	

女
性
委
員
会

	
	

え
ん
の
会

	
	

桂
歌
助　

一
笑
会

19
日
㈮	

え
ち
ご
妙
高
会

	
	

㈱
ア
イ
テ
ィ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

20
日
㈯	

よ
も
ぎ
会

	
	

ふ
る
さ
と
越
路
会

	
	

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会

	
	

花
實
短
歌
会

	
	

あ
み
ぐ
る
み

	
	

若
波
会

	
	

新
潟
大
学
理
学
部
首
都
圏

	
	　

同
窓
会

	
	

村
松
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

21
日
㈰	

（
株
）Ａ
Ｓ
Ｈ

	
	

首
都
圏
岩
室
だ
い
ろ
会

	
	

全
日
本
Ｊ
Ｉ
Ｓ
畳
床
工
業

	
	　

協
同
組
合

	
	

お
け
さ
友
愛
会

	
	

東
京
良
寛
会

	
	

小
千
谷
高
校
舟
陵
会

23
日
㈫	

会
津
美
里
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

25
日
㈭	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

	
	

松
代　

伊
沢
会

26
日
㈮	

体
力
計
測
会（D

octock

）

	
	

首
都
圏
在
住
関
川
村
人
会

27
日
㈯	

長
岡
農
業
高
校
同
窓
会

	
	　

東
京
支
部

	
	

東
京
松
之
山
会

	
	

東
京
糸
魚
川
会

	
	

東
京
新
潟
西
川
会

28
日
㈰	

首
都
圏
安
田
会

	
	

東
京
阿
賀
町
会

29
日
㈪	

首
都
圏
み
し
ま
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

県
人
会
・
郷
人
会
の
動
き

◎
越
後
長
岡
ふ
る
さ
と
会

総
会
・
懇
親
会

　
会
長
：
大
原 

精
一

　
日
時
：
令
和
６
年
６
月
１
日（
土
）

　
　
　
　

12
時
～

　
会
場
：
大
手
町
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ 

３
階

　
電
話
：
０
３-

３
２
７
３-

２
２
３
０

◎
高
田
北
城
高
等
学
校
同
窓
会
東
京
支
部

総
会

　
会
長
：
長
谷
川 

櫻
子

　
日
時
：
令
和
６
年
６
月
２
日（
日
）

　
　
　
　

11
時
～

　
会
場
：
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

　
　
　
　
　
（
私
学
会
館
）

　
電
話
：
０
３-

３
２
６
１-

９
９
２
７

◎
首
都
圏
み
し
ま
会

第
32
回　

総
会
・
懇
親
会

　
会
長
：
江
口 

博

　
日
時
：
令
和
６
年
６
月
２
日（
日
）

　
　
　
　

11
時
～

　
会
場
：
上
野
精
養
軒

　
電
話
：
０
３-

３
８
２
１-

２
１
８
１

◎
新
潟
東
京
川
井
会

第
42
回　

総
会

　
会
長
：
近
藤 

武

　
日
時
：
令
和
６
年
６
月
２
日（
日
）

　
　
　
　

11
時
～

　
会
場
：
渋
谷
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル

　
電
話
：
０
３-

３
４
９
８-

０
１
８
２

◎
首
都
圏
岩
室
だ
い
ろ
会

第
22
回　

総
会
・
懇
親
会

　
会
長
：
和
田 
政
雄

　
日
時
：
令
和
６
年
６
月
16
日（
日
）

　
　
　
　

11
時
～

　
会
場
：
東
京
新
潟
県
人
会
館

　
電
話
：
０
３-

３
８
３
２-
７
６
１
９

◎
東
京
分
水
会

創
立
30
周
年
記
念

　
「
分
水
町
出
身
者
の
集
い
」

　
会
長
：
大
島 

芳
昭

　
日
時
：
令
和
６
年
６
月
16
日（
日
）

　
　
　
　

11
時
～

　
会
場
：
上
野
精
養
軒

　
電
話
：
０
３-

３
８
２
１-

２
１
８
１

◎
東
京
阿
賀
町
会

総
会
・
親
睦
交
流
会

　
会
長
：
長
谷
川 

久
雄

　
日
時
：
令
和
６
年
６
月
16
日（
日
）

　
　
　
　

11
時
～

　
会
場
：
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　
電
話
：
０
３-

３
８
１
３-

６
２
１
１

◎
東
京
台
東
新
潟
県
人
会

総
会
・
懇
親
会

　
会
長
：
小
林 

英
典

　
日
時
：
令
和
６
年
６
月
30
日（
日
）

　
　
　
　

11
時
～

　
会
場
：
吉
池
食
堂

　
電
話
：
０
３-

３
８
３
６-

０
４
４
５

ク
ラ
ブ
活
動
の
ご
案
内

◎
お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表
：
河
野
テ
ル
子

問
い
合
わ
せ
：

	

０
９
０-

５
２
０
９-

６
２
３
９

日
時
：
６
月
３
日（
月
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

日
時
：
６
月
20
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

◎
歌
声
ク
ラ
ブ

代
表
：
柳　

政
直

問
い
合
わ
せ
：

	

０
９
０-

３
５
４
４-

３
７
６
８

日
時
：
６
月
７
日（
金
）14
時
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※	

毎
月「
第
２
週
目
金
曜
日
」に
実
施

予
定
で
す
。

新入会員のご紹介４月分新入会員のご紹介４月分（敬称略）（敬称略）（出身地は合併前の名称も使っています）

会員名 出身地 紹介者

中村 裕一郎 糸魚川市 水澤 聰允

前田 貞芳 （ 旧 ） 豊栄市大瀬柳 鈴木 輝雄

中村 茂 柏崎市 植木 康彦

会員名 出身地 紹介者

服部 明徳 長岡市 日下部 朋子

金内 制治 東京中野俣会

丸目 恭平 熊本県 事務局

（	10	）



7月の「卓話の時間」　開催予告

【卓話者】齋藤 信夫 氏
（山平会会長）

「残暑お見舞い名刺広告申し込み」とお申し出ください。
締め切り日　６月 13日（木）
電話　03-3832-7619　FAX　03-3832-7639
E-mail 　info@niigatakenjinkai.com
お問合先　県人会事務局

名
刺
広
告
で
仲
間
を
広
げ 

ふ
る
さ
と
と
の
絆
を
強
め
よ
う
！

　

本
誌
で
は
「
年
賀
」
と
「
残

暑
見
舞
い
」
名
刺
広
告
を
年
に

２
回
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
県
人
会
・
郷
人
会
、
個

人
の
方
、
ま
た
新
潟
県
人
会
と

か
か
わ
る
団
体
や
企
業
な
ど
の

名
刺
広
告
も
お
受
け
し
て
お
り

ま
す
。

　

皆
様
の
日
頃
の
活
動
を
、
県

人
会
や
新
潟
県
関
係
団
体
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
、
よ
い
機
会
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

事
務
局
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
申
込
用
紙
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

◎掲載料
上記1枠（縦48㍉×横38㍉）で5,000円です。
ご希望の枠数を承ります。

お名前

組
織
・
団
体
名
な
ど

役
職
名
・
肩
書
・
資
格
な
ど

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇新 

潟　

太 

郎

	

電
話
０
３-

３
８
３
２-

７
６
１
９

48mm

38mm

ご住所・電話番号・メールアドレスなどご自由にどうぞ

（
見
本
）

石
　

田
　

幸
　

雄

　
　
　
　

殖  

栗  

道  

郎

取
締
役

頭
　
取

藤
田
観
光
株
式
会
社

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京

総
支
配
人 

山

　下

　信

　典

文
京
区
関
口
二
―
一
〇
―
八

℡
  〇
三
―
三
九
四
三
―
一
一
一
一

〒
112-
8680

（
公
財
）に
い
が
た
産
業
創
造
機
構

表
参
道
・
新
潟
館 

ネ
ス
パ
ス

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

渋
谷
区
神
宮
前
四
―
十
一
―
七

℡
〇
三（
五
七
七
一
）七
七
一
一（
代
表
）

★
ネ
ス
パ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ

株
式
会
社
　
聚
　
楽

千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二
丁
目
九
番
地
二
号

℡
  〇
三（
三
二
五
一
）七
二
二
一

〒
101-
0063

世
界
70
カ
国
か
ら
な
る
旅
の
宿
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

非
営
利
型
一
般
財
団
法
人 

日
本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会

会
　
長

　

山

　谷

　え
り
子

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
神
園
町
三
―
一

国
立
オ
リ
ン
ピッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
〇
三
―
五
七
三
八
―
〇
五
四
六

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　http://w
w

w
.jyh.or.jp/

〒
151-
0052

代
表
取
締
役

　
小

　田

　敏

　三

社
　
　
　
長

新
潟
市
中
央
区
万
代
三
―
一
―
一

℡
  （〇
二
五
）三
八
五
―
七
五
〇
〇

〒
950-
8535

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
２-

10-

１

電

　
　話

　０
３―

５
２
１
８
―
７
０
３
９

営
業
時
間

　11
時
～
19
時

　年
末
年
始
以
外
無
休

〒100
-0006
東
京
交
通
会
館
1
階

0120-489-023フリーダイヤル 株式会社 大庄
営業推進部 県人会担当：加藤ご宴会予約

ご宴会は、うまいもんごっそり

大庄グループで
受付時間：月～金
10：00～18：00

「板前のいる町の酒場」
大庄グループの原点

美味驚嘆日本海より
厳選素材の海鮮割烹料理店

鮮度抜群の魚介を卓上焼きで
豪快な刺盛りと漁師料理が自慢

料理のバラエティーに自信あり
元気いっぱいの大衆酒場

本格江戸前寿司をお気軽に
一品料理と地酒も豊富

鶏肉は宮崎から空輸直送
若鶏焼きが名物の大衆酒場

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社

関
信
越
本
部

　
新
潟
統
括
支
社

統
括
支
社
長

　
　

小
樋
山

　規

　之

〒
９
５
０
―
０
０
８
８

新
潟
市
中
央
区
万
代
三
―
一
―
一

新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
６
Ｆ

☎
〇
二
五
―
二
四
五
―
五
五
二
一

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の

生
み
の
親
、
育
て
の
親
は
、

新
潟
県
人
だ
っ
た
。

　　　大和電建株式会社
　　代表取締役
　　社　　　長　本　山　秀　樹
　　　　　　　　　 E-mail/jdaiwa02@carrot.ocn.ne.jp
　　　　　　　　　 URL：http://www.daiwadenken.com
 
本　　社 / 〒 943︲0836 新潟県上越市東城町 2 丁目 2︲2　TEL 025（525）1201　FAX 025（525）1556

東京支社 / 〒 150︲0013 東京都渋谷区恵比寿 3︲7︲13　TEL 03（3449）9251　FAX 03（3449）9266

十日町営業所 / 〒 942︲1526 新潟県十日町市松代 3773︲25　TEL 025（597）2135　FAX 025（597）2036

　
　
代
表
取
締
役

　
堀

　
　
　一

　
　
社

　
　
　
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ

株
式
会
社

　
台
一
環
境

代
表
取
締
役

　

金
子 

秀
五
郎

本
　
社
　
〒
１
５
５‒

０
０
３
３

　
　
　
　 

東
京
都
世
田
谷
区
代
田

六‒

六‒

九‒

１
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　（
０
３
）３
４
６
８‒

４
１
１
４

〒950-0916 新潟市中央区米山4丁目6番12号

代表取締役社長 田中 弼
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://www.cs-nakamura.co.jp

首都圏支店 TEL：048-871-8944 FAX：048-871-8977

〒330-0802 さいたま市大宮区宮町3-9-7宮町武蔵ﾋﾞﾙ3階
新潟支店 ・東北支店 ・新発田支店・長岡支店 ・上越支店 ・石巻営業所

建物に命を吹き込むエンジニア

　　  株式会社　福田組
本　　社 〒951︲8668　新潟県新潟市中央区一番堀通町 3－10
 TEL　025︲266︲9111
 代表取締役社長　荒明　正紀

東京本店 〒 102︲0073　東京都千代田区九段北 3︲2︲4　
 メヂカルフレンドビル
 TEL　03︲5216︲4888
 取締役執行役員本店長　大塚　進一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
二
五
六
）九
四
―

四
五
五
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
二
五
六
）九
四
―

二
〇
〇
一
㈹

 

宮
司

　
渡  

部  

吉  

信

残暑お見舞い

（ 14 ）

■開催日時：令和６年７月９日（火）15：00 ～ 17：00
■会　　場：東京新潟県人会館　２階ホール
■申 込 み：東京新潟県人会　事務局（電話：03 - 3 8 3 2 - 7 6 1 9）

【テーマ】

「ただひたすら真剣に
　　～齋藤信夫の人生～」

昭和24年（1949）	 新潟県十日町市に生まれる
	 北山小学校、北山中学校、県立松代高等学校卒業
昭和42年（1967）	 上京し、印刷会社に就職　	そして、理研新薬に勤務、

その後医薬品卸の会社へ転職
昭和63年（1988）	「有限会社　大誠薬局」設立
平成元年（1989）	 「有限会社調剤薬局パル」設立、代表取締役に就任
平成２年（1990）	 法政大学　坂本教授の講演会を聞き、「経営者トップ

の考え方」として、次の４つを大切にすることとした。
	 ・社員とその家族　・社外社員と家族
	 ・顧客　　　　　　・地域住民
平成13年（2002）	「株式会社パル・オネスト」に社名を変更
平成27年（2015）	 児童発達支援放課後等デイサービスを設立
	 現在、埼玉県を中心に調剤薬局33店舗を経営
	 東京松代会副会長、山平会会長、新潟越後獅子の会幹

事長、東みずほ台商店会会長
趣味は、ゴルフ、カラオケ、孫に会うこと

（	11	）



令和６年　納涼まつりのご案内
東京新潟県人会　会長　宮田　亮平

実行委員長　廣川　高志

待望の納涼まつりを７月 15 日（月・祝）「海の日」に例年通り開催いたします。
お申込は早目に、是非お仲間を誘い合って申込下さるよう、ご案内申し上げます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　記　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

開 催 日 時　令和６年７月 15 日（月・祝）
　　　　　　11 時 20 分開会　受付は 10 時から
会　　　場　ホテル椿山荘東京　バンケット棟５階　グランドホール「椿」
　　　　　　文京区関口２－10－８　☎ 03－3943－1111（代）
会　　　費　12,000 円　※お申込み頂きましたら振込用紙をお送りいたします。
　　　　　　　　　　　　入金確認後入場チケットをお送りいたします。
　　　　
申込み締切　令和６年６月４日（火）
申込み方法　◎所定の  申込みフォーム  にてお申込みお願いします。
　　　　　　・ファックスまたは郵送の場合は、５月号同梱の申込み用紙をご利用ください。
　　　　　　・メールの場合、事務局にメールいただけますと  申込みフォーム  を添付してお送りします。
　　　　　　　E-mail：info@niigatakenjinkai.com
　　　　　　※お名前の入力間違いを防ぐ為、できるだけ、メールにてお送りください。
キャンセル　７月７日（日）までにお願いします。７月８日（月）から、キャンセル料 100％かかります。
アトラクション
　　　　　　◎申込み締切は、令和６年６月４日（火）
　　　　　　◎申込み用紙は、事務局にご用意しておりますので、お問い合わせください。

正
副
会
長
会（
４
月
定
例
）

令
和
６
年
４
月
２
日（
火
）

一
、
３
月
議
事
録
確
認

二
、
予
算
執
行
状
況
報
告

三
、
議
案
事
項

　

①
令
和
６
年
度
予
算
案

　

②
会
費
規
則
の
内
「
そ
の

他
」
の
扱
い

　

③
令
和
６
年
納
涼
ま
つ
り

　

正
副
実
行
委
員
長
選
任

　

④
退
任
副
会
長
の
役
職
案

　

⑤
常
務
理
事
・
理
事
・
委

員
等
の
推
薦
に
つ
い
て

　

⑥
役
員
・
委
員
の
更
新
方

法
に
つ
い
て

　

⑦
合
同
理
事
会
の
運
営
方

法
に
つ
い
て

四
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

五
、
県
人
会
入
会
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成

常
務
理
事
会（
４
月
定
例
）

令
和
６
年
４
月
２
日（
火
）

一
、
３
月
議
事
録
確
認

二
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

三
、
正
副
会
長
会
議
報
告

四
、
各
委
員
会
報
告

財
団
理
事
会（
４
月
定
例
）

令
和
６
年
４
月
23
日（
火
）

理
事
の
都
合
に
よ
り
出
席
者

が
定
員
割
れ
と
な
り
流
会

総
務
委
員
会（
４
月
定
例
）

令
和
６
年
４
月
２
日（
火
）

一
、
５
月
開
催
の
県
人
会
総

会
に
つ
い
て

　

第
１
１
４
回
総
会
次
第
の

作
成
・
総
会
の
役
割
分
担
・

懇
親
会
・
来
賓
の
打
合
せ

二
、「
卓
話
の
時
間
」
に
関

す
る
収
支
精
算
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
３
月
末
で
精
算

残
金
を
県
人
会
の
雑
収
入

と
し
て
計
上
。
４
月
以
降

は
毎
回
精
算
し
て
事
務
局

に
納
め
る

三
、
会
則
の
改
定

　

会
則
改
定
案
の
う
ち
、「
退

会
・
除
名
・
会
員
資
格
の

喪
失
等
」検
討
に
は
い
る
。

（
仮
）会
員
委
員
会（
４
月
定

例
）

令
和
６
年
４
月
４
日（
木
）

今
年
度
第
１
回
事
業
内
容

・
実
施
日
６
月
30
日
14
時
～

16
時
30
分

・
健
康
法
講
演
・
体
操
実
技

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
会
費
２
千
円　

参
加
人
員

30
～
50
名

・
５
月
号　

会
報
誌
に
チ
ラ

シ
を
折
込
宣
伝
す
る

文
化
委
員
会（
４
月
定
例
）

令
和
６
年
４
月
11
日（
木
）

一
、
令
和
６
年
度
事
業
内
容

の
再
認
識

二
、
令
和
６
年
前
期
９
階
サ

ロ
ン
に
絵
画
３
点
を
展
示

三
、
令
和
７
年
２
月
文
化
講

演
会
講
師
選
定
継
続
審
議

広
報
委
員
会（
４
月
定
例
）

令
和
６
年
４
月
12
日（
金
）

一
、
委
員
改
選
期
な
の
で
各

自
の
意
向
表
明
を
必
ず
出

し
て
下
さ
い
と
鈴
木
副
会

長
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た

二
、
５
月
号
の
表
紙
三
条
ま

つ
り
を
選
定
ほ
ぼ
入
稿
済

三
、
６
月
号
の
編
成
と
進
行

予
定
は
ほ
ぼ
順
調

四
、
４
月
号
の
反
省

　

誤
字

－

校
正
漏
れ
。
次
号

に
お
わ
び
訂
正
掲
載

五
、
令
和
６
年
度
上
期
の
内

容
編
成

・
令
和
５
年
度
を
踏
襲
し
広

く
交
流
親
睦
を
深
め
、
公

平
公
正
な
会
報
誌
編
集
の

役
割
を
果
た
す

六
、
榊
委
員
か
ら
ウ
ェ
ブ
部

会
の
立
ち
上
げ
要
請

女
性
委
員
会

令
和
６
年
４
月
18
日（
木
）

年
間
計
画

・
７
月
５
日　

布
遊
び

　

イ
ベ
ン
ト

・
７
月
15
日　

納
涼
ま
つ
り

（
手
伝
い
）

・
10
月
５
日　

芸
能
大
会

・
10
月
26
日
～
28
日
作
品
展

（
手
伝
い
）

・
11
月
中
旬
以
降

　

ミ
ニ
講
演
会

会

議
・
委

員

会

報

告

（ 12 ）



日
本
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
友
好
親
善

さ
く
ら
の
記
念
植
樹
祭・参
加
ツ
ア
ー

日
時
：
５
月
21
日
～
22
日

場
所
：
福
島
県
・
猪
苗
代
町

主
催
：
日
本
さ
く
ら
の
会
＋
ホ
テ
ル
リ
ス
テ
ル
猪
苗
代
湖

こ
の
旅
に
な
っ
た
次
第
。

　

新
潟
県
人
会
も
昨
年
11
月
「
卓

話
」
と
い
う
形
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
歌
手
を
招
き
、
対
談
や
ら
歌
唱

や
ら
の
時
間
を
持
ち
、
さ
さ
や
か

な
が
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
寄
付
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
た
び
の

旅
の
趣
旨
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
短
時
間
に
20
名

程
の
ツ
ア
ー
が
編
成
出
来
た
の
で

あ
る
。

　

植
樹
祭
は
22
日
の
正
午
開
催
と

さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
時

間
迄
に
東
京
を
出
立
す
る
と
な
る

と
大
変
な
早
立
ち
に
な
る
。
そ
こ

で
我
々
は
前
日
に
ホ
テ
ル
に
入
る

よ
う
に
し
よ
う
と
な
っ
た
。
途
中

花
見
山
な
ど
に
立
ち
寄
り
、
夕
方

ホ
テ
ル
に
着
け
ば
よ
い
と
。

駐
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
出
席
の

植
樹
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加

　

一
泊
し
、
22
日
に
植
樹
の
セ
レ

モ
ニ
ー
。
郷
土
出
身
の
国
会
議
員

や
ら
、
商
工
業
界
の
名
士
や
ら
、

40
～
50
名
程
。
昼
近
く
駐
日
ウ
ク

ラ
イ
ナ
大
使
が
出
席
。
リ
ス
テ
ル

の
オ
ー
ナ
ー
の
御
礼
の
辞
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
大
使
の
謝
辞
等
が
続
き
、

い
よ
い
よ
植
樹
。

　

日
本
さ
く
ら
の
会
か
ら
は
こ
の

２
月
、
選
出
さ
れ
た
許
り
の
上
智

大
学
在
学
中
の
プ
リ
ン
セ
ス
神
戸

さ
く
ら
呼
さ
ん
、
女
王
委
員
会
委

員
長
代
理
の
工
藤
さ
ん
が
シ
ャ
ペ

ロ
ン
と
し
て
の
セ
レ
モ
ニ
ー
。

　

そ
れ
に
し
て
も
風
も
無
く
、
春

ら
ん
ま
ん
。
広
大
な
敷
地
に
こ
れ

ま
で
植
樹
を
終
え
た
各
国
の
大
使

の
名
前
が
刻
ま
れ
た
記
念
碑
が
、

こ
こ
、
あ
そ
こ
に
建
て
ら
れ
て
お

り
、
多
分
私
の
知
る
限
り
、
こ
れ

だ
け
多
く
の
各
国
の
大
使
の
名
が

刻
ま
れ
て
い
る
記
念
碑
が
広
大
な

敷
地
に
散
在
す
る
場
所
は
他
に
は

な
い
の
で
は
無
か
ろ
う
と
。
そ
れ

だ
け
に
こ
こ
の
オ
ー
ナ
ー
の
心
意

気
に
は
感
嘆
し
、
驚
く
他
な
い
、

と
い
う
気
持
ち
で
あ
っ
た
。

　

東
京
は
雨
で
あ
る
と
テ
レ
ビ
で

は
報
じ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
地
は
、
ま
さ
に
春
ま
っ
さ
か
り

の
晴
天
。
今
最
高
の
花
見
が
出
来

た
と
云
う
の
が
参
加
者
の
感
想
。

い
い
季
節
、
美
し
い
花
に
囲
ま
れ

て
、
長
生
き
は
す
る
も
の
だ
と
。

し
か
も
、
そ
の
上
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
さ
さ
や
か
な
気
持
ち
と
伝
え
る

催
し
に
参
加
出
来
た
と
、
皆
は
そ

ん
な
気
持
ち
で
、
当
日
夕
方
新
宿

に
帰
っ
て
き
た
。

日
本
さ
く
ら
の
会
で
は

世
界
文
化
遺
産
指
定
を
寿
ぎ

10
・
20
佐
渡
の
景
勝
地
に
植
樹
を

　

尚
、
日
本
さ
く
ら
の
会
で
は
、

佐
渡
が
世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ

れ
る
こ
と
を
寿
ぎ
、
渡
辺
竜
五
佐

渡
市
長
さ
ん
、
平
辰
新
潟
県
人
会

元
会
長
さ
ん
、
ご
両
名
の
ご
要
請

に
よ
り
、
こ
の
10
月
20
日
、
佐
渡

の
景
勝
地
に
桜
を
植
樹
す
る
こ
と

に
決
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
今
は

亡
き
新
潟
県
人
会
館
の
元
理
事
長

川
村
敏
夫
さ
ん
が
生
前
日
本
さ
く

ら
の
会
に
大
変
寄
与
さ
れ
た
こ
と

へ
の
恩
返
し
で
も
あ
る
。

　

さ
く
ら
の
女
王
か
プ
リ
ン
ス
か

何
れ
か
が
、
錦
上
花
を
添
え
る
形

で
、
出
席
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
の

で
、
私
ど
も
も
出
来
る
だ
け
の
多

く
の
会
員
が
時
間
の
や
り
く
り
を

し
て
、
佐
渡
の
植
樹
祭
に
参
加
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
日
本
さ
く
ら
の
会
・

�

評
議
員 

春
日�

寛
・
記
）

さ
く
ら
の
記
念［
植
樹
祭
］ツ
ア
ー
に

県
人
会
勢
20
名
参
加

　

令
和
６
年
４
月
21
日　

朝
８
時

30
分
。
海
の
柏
崎
会
の
新
澤
真
美

さ
ん
の
お
声
掛
け
で
、
長
工
高
同

窓
会
東
京
支
部
の
面
々
、
東
京
十

日
町
会
の
面
々
等
20
名
（
当
日
一

名
病
欠
）
が
新
宿
セ
ン
タ
ー
前
に

集
合
。
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ
ス
に

乗
車
し
て
一
路
福
島
へ
。

　

こ
と
の
起
こ
り
は
こ
う
で
あ
る
。

猪
苗
代
湖
畔
に
、
面
積
70
万
平
方

メ
ー
ト
ル
と
い
う
広
大
な
敷
地
を

持
つ
ホ
テ
ル
が
あ
る
。
ホ
テ
ル
リ

ス
テ
ル
猪
苗
代
湖
と
云
う
。
こ
れ

ま
で
日
本
さ
く
ら
の
会
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
桜
の
植
樹
事
業
を
続

け
て
来
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
各

国
の
駐
日
大
使
を
招
い
て
の
植
樹

祭
で
あ
り
、
国
際
親
善
が
そ
の
根

幹
に
な
っ
て
い
る
。
今
年
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
大
使
を
招
き
、
し
か
も
、

参
加
者
の
宿
泊
代
の
半
額
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
寄
付
す
る
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
は
い
い
話
で
は
無
い
か
と
、

猪苗代湖地域は桜満開 日本とウクライナの国旗がはためく植樹祭 植樹祭セレモニーの参加者たち
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粟島浦村

村上市

関川村胎内市
聖籠町

新発田市
阿賀野市

五泉市 阿賀町

新潟市

加茂市

田上町弥彦村
燕市

三条市見附市出雲崎町

刈羽村

柏崎市
長岡市

小千谷市 魚沼市

南魚沼市
十日町市

津南町

湯沢町

上越市

妙高市
糸魚川市

佐渡市

市
町
村

だ
よ
り

第
２
５
９
回

ふ
る
さ
と
新
潟

７
エ
リ
ア
に

点
在
し
て
い
る

色
々
な
情
報
を

お
届
け
し
ま
す

新潟市
北区 東区 中央区 江南区
秋葉区 南区 西区 西蒲区

佐
渡

佐
渡
島
エ
リ
ア

中
越
１

長
岡
・
柏
崎
エ
リ
ア

出
雲
崎
大
祭

�

（
出
雲
崎
町
）

◎
今
か
ら
３
０
０
年
以
上
前
、 

石
井
神
社
の
神
事
で
あ
っ
た

（
江
戸
時
代
後
期
の
僧
侶
で

あ
り
、文
人
で
も
あ
っ
た
出

雲
崎
出
身
の
良
寛
の
生
家
で

あ
る
）橘
屋
山
本
家
に
よ
り

海
上
安
全
を
祈
願
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
始
め
ら
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
開
催

日
は
、毎
年
６
月
17
日
に
開

催
し
、尼
瀬
を
除
い
た
海
岸

の
全
地
区
の
大
祭（
江
戸
時

代
、海
岸
地
区
は
出
雲
崎
町

と
尼
瀬
町
に
分
か
れ
て
お

り
、橘
屋
は
出
雲
崎
町
の
名

主
で
あ
っ
た
）で
、各
地
区
か

ら
子
供
神
輿
と
石
井
神
社
か

ら
大
人
神
輿
が
出
て
盛
り
上

が
り
ま
す
。
行
列
の
形
式
は

昔
の
大
名
行
列
と
祭
事
形
式

を
兼
ね
た
、荘
厳
な
な
か
に

も
き
ら
び
や
か
な
も
の
で
あ

り
ま
す
。
沿
道
に
は
露
店
が

立
ち
並
び
風
情
た
っ
ぷ
り
の

お
祭
り
で
す
。

時
間：
14
時
～
神
輿
渡
御（
良
寛
堂

出
発
）

開
催
場
所：出
雲
崎
町
海
岸
地
区

問
合
せ：
出
雲
崎
町
産
業
観
光
課

　

三
島
郡
出
雲
崎
町
大
字
川
西 

１
４
０
番
地

☎
０
２
５
８-

７
８-

２
２
９
１

◎「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻

有 

ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
」が
、７
月
13
日
か
ら
11
月

10
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

東
京
都
23
区
よ
り
も
広
い
エ

リ
ア
に
点
在
す
る
ア
ー
ト
作

品
は
、廃
校
や
空
き
家
を

使
っ
た
も
の
、自
然
の
な
か

や
街
の
な
か
で
の
展
示
な
ど

様
々
。
越
後
湯
沢
駅
な
ど
駅

発
着
の
ツ
ア
ー
も
運
行
さ
れ

ま
す
。
ラ
ン
チ
付
き
や
半
日

コ
ー
ス
な
ど
多
彩
な
な
か
か

ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

越
後
妻
有
の
食
や
イ
ベ
ン
ト

と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

◎
大
地
の
芸
術
祭
は
火
・
水

曜
日
が
お
休
み
で
す
が
、作

品
や
施
設
に
よ
っ
て
異
な
る

の
で
、お
出
か
け
前
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、作
品

の
一
つ
、清
津
峡
渓
谷
ト
ン

ネ
ル
は
混
雑
緩
和
の
た
め
繁

忙
期
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会

事
務
局

十
日
町
市
旭
町
２
５
１-

17

☎
０
２
５-

７
５
７-

２
６
３
７

中
越
２

魚
沼
・
十
日
町
エ
リ
ア

大
地
の
芸
術
祭�

越
後
妻
有

ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

２
０
２
４

�

（
十
日
町
市
）

御
金
荷
の
道
ウ
ォ
ー
ク

�

（
佐
渡
市
）

◎
江
戸
時
代
、佐
渡
で
産
出

さ
れ
た
金
銀
は
、人
馬
に

よ
っ
て
相
川
か
ら
小
木
ま
で

運
び
、小
木
港
か
ら
船
で
出

雲
崎
港
に
渡
り
、北
國
街
道
・

中
山
道
を
経
て
江
戸
ま
で
運

ば
れ
ま
し
た
。
江
戸
と
佐
渡

を
結
ぶ
金
銀
輸
送
経
路
は

「
御
金
荷
の
道
」や「
金
の
道
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、江
戸
時

代
以
降
、主
要
街
道
と
し
て

整
備
が
進
み
、そ
の
沿
線
に

は
宿
場
町
が
形
成
さ
れ
、今

も
な
お
、ま
ち
づ
く
り
の
礎

と
な
る
地
域
資
源
が
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎「
御
金
荷
の
道
ウ
ォ
ー
ク
」

は（
一
社
）佐
渡
を
世
界
遺
産

に
す
る
会
な
ど
の
方
々
が
、

「
金
の
道
」を
当
時
の
代
官
や

人
足
に
扮
し
て
進
行
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
佐
渡
市
内
だ

け
で
な
く
、当
時
の
宿
場
町

が
所
在
し
た
地
域
で
も
開
催

し
、沿
線
自
治
体
と
連
携
し

て「
佐
渡
島
の
金
山
」の
世
界

遺
産
登
録
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

佐
渡
市
観
光
振
興
部
世
界
遺
産
推

進
課

☎
０
２
５
９-

６
３-

５
１
３
６

マ・ヤンソン�/�MADアーキテクツ
「Tunnel�of�Light」Photo�by�Yamada�Tsutomu
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下
越
１

村
上
・
新
発
田
エ
リ
ア

上
越

上
越
・
糸
魚
川
エ
リ
ア

◎
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
を

目
的
と
し
た
憩
い
の
森
林
公

園
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

「
し
ら
さ
ぎ
森
林
公
園
」。
約

２
万
株
の
菖
蒲
が
植
え
ら
れ

た
花
菖
蒲
園
は
、色
と
り
ど

り
の
菖
蒲
の
花
が
咲
き
乱

れ
、開
花
に
合
わ
せ
て
今
年

度
も「
花
菖
蒲
ま
つ
り
」を
開

催
い
た
し
ま
す
。

◎
夜
に
は
ホ
タ
ル
が
飛
び
交

い
、幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
す
。

◎
し
ら
さ
ぎ
森
林
公
園

三
条
市
矢
田
７
２
７
番
地
・

北
陸
自
動
車
道「
三
条
燕
Ｉ

Ｃ
」よ
り
車
で
30
分
／
駐
車

場
無
料

花
菖
蒲
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局

（
三
条
市
経
済
部
営
業
戦
略
室

観
光
係
）

☎
０
２
５
６-

３
４-

５
６
０
５

◎
江
戸
時
代
の
妙
高
市
関
山

に
は
、関
山
宝
蔵
院（
以
下

「
宝
蔵
院
」）と
呼
ば
れ
る
天

台
宗
の
寺
院
が
あ
り
ま
し
た
。 

宝
蔵
院
で
は
、年
中
行
事
や

催
事
で
振
る
舞
っ
て
き
た
食

事
が
あ
り
ま
し
た
。
食
材
に

は
、地
域
住
民
か
ら
進
物
と

し
て
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
多

く
活
用
さ
れ
、宝
蔵
院
と
地

域
が
密
接
し
た
関
係
に
あ
っ 

た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

◎
こ
の
振
る
舞
い
を「
食
の

文
化
と
し
て
後
世
に
伝
え
た

い
」と
地
域
住
民
が
設
立
し

た
の
が「
関
山
宝
蔵
院
で
供

さ
れ
た
食
の
文
化
を
研
究
す

る
会
」。
当
時
か
ら
残
る
書

物「
宝
蔵
院
日
記
」を
手
掛
か

り
に
食
の
文
化
を
研
究
し
、

本
膳
料
理
を
仕
立
て
て
き
ま

し
た
。
今
年
２
月
に
は
、料

理
を「
関
山
宝
蔵
院
の
食
の

歳
時
記
」と
し
て
一
冊
の
本

に
ま
と
め
ま
し
た
。
地
域
の

皆
さ
ん
の
思
い
が
詰
ま
っ
た

一
冊
は
、１
２
０
０
円
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ：
妙
高
市
地
域
づ
く
り
協

働
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
５-

７
３-

７
８
０
８

◎
黒
埼
地
区
で
栽
培
さ
れ
る

「
く
ろ
さ
き
茶
豆
」は
、平
成

29
年
に
枝
豆
と
し
て
初
め
て

国
の
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保

護
制
度
に
登
録
さ
れ
、名
実

と
も
に
枝
豆
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ

ン
ド
の
地
位
を
確
立
し
て
い

ま
す
。

◎
く
ろ
さ
き
茶
豆
は
７
月
下

旬
～
８
月
に
か
け
て
旬
を
迎

え
、収
穫
時
期
に
よ
り
名
称

や
風
味
が
変
化
す
る
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
時
期
に
し

か
味
わ
え
な
い
色
や
香
り
、

や
み
つ
き
に
な
る
味
を
体
感

し
て
い
た
だ
き
た
く
、東
京

都
内
で
く
ろ
さ
き
茶
豆
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◎
７
月
26
日
～
28
日
は
日
本

橋
の
ブ
リ
ッ
ジ
に
い
が
た
、

８
月
15
日
～
18
日
は
銀
座
の

T
H

E　

N
IIGA

T
A

で
く
ろ

さ
き
茶
豆
の
販
売
や
試
食
、

ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
い
情
報
は
、上
記
二

次
元
コ
ー
ド
よ
り
専
用
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ：
新
潟
市
西
区
農
政
商
工

課
食
と
産
業
振
興
室

☎
０
２
５-

２
６
４-

７
６
３
０

下
越
２

新
潟
・
阿
賀
エ
リ
ア

く
ろ
さ
き
茶
豆

�

（
新
潟
市
西
区
）

◎
飯
豊
連
峰
は
昭
和
25
年
磐

梯
朝
日
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
、ほ
ぼ
南
北
に
走
る
主
脈

に
は
標
高
２
０
０
０
ｍ
前
後

の
山
々
が
連
な
っ
て
い
ま

す
。
主
稜
線
は
、東
面
が
急

斜
面
、西
面
が
な
だ
ら
か
で
、

草
原
の
広
が
る
の
び
や
か
な

頂
稜
の
あ
ち
こ
ち
に
池
塘
を

点
在
さ
せ
て
お
り
、イ
イ
デ

リ
ン
ド
ウ
、ハ
ク
サ
ン
イ
チ

ゲ
、マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
、チ
ン
グ

ル
マ
な
ど
の
、高
山
植
物
の

お
花
畑
が
あ
り
ま
す
。
大
自

然
の
中
、驚
き
の
発
見
や
す

ば
ら
し
い
感
動
に
出
会
う
に

は
、歩
い
て
め
ぐ
る
の
が
一

番
。
大
空
を
近
く
に
感
じ
な

が
ら
、爽
や
か
な
空
気
と
木

漏
れ
日
、野
鳥
の
さ
え
ず
り

や
可
憐
な
高
山
植
物
と
触
れ

合
っ
て
は
い
か
か
で
し
ょ

う
。
飯
豊
連
峰
登
山
は
、奥

胎
内
ヒ
ュ
ッ
テ
が
玄
関
口
に

な
り
ま
す
。

登
山
レ
ベ
ル：上
級
者

登
山
時
期：７
月
～
10
月

所
要
時
間：
山
頂
ま
で
約
7
時
間

25
分

山
小
屋：
有（
門
内
小
屋
／
通
年
利

用
可
、収
容
50
人
）

問
合
せ：胎
内
市
役
所 

商
工
観
光
課

☎
０
２
５
４-

４
３-

６
１
１
１

 

（
代
表
）

胎
内
は
県
立
自
然
公
園

に
指
定
さ
れ
て
い
る
、

有
数
の
自
然
ゾ
ー
ン

�

（
胎
内
市
）

県
央弥彦

・
三
条
エ
リ
ア

６
／
10
～
６
／
23

花
菖
蒲
ま
つ
り

�
（
三
条
市
）

宝
蔵
院
の
食
の
文
化
を

後
世
に
伝
え
る
一
冊
に

�

（
妙
高
市
）

花菖蒲
まつり

HP
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こ
ん
な
に
小
さ
か
っ
た
の
か
と
感

慨
深
く
見
ま
し
た
。

千
石
船
展
示
館
で
は
船
内
に
入

り
見
学
し
ま
し
た
が
想
像
以
上
に

大
き
く
江
戸
時
代
に
国
内
海
運
を

担
い
多
大
な
経
済
効
果
を
も
た
ら

し
た
基
と
納
得
で
す
。
宿
根
木
街

並
み
保
存
地
区
で
は
住
民
の
方
々

が
ガ
イ
ド
で
す
。
江
戸
時
代
か
ら

続
く
狭
い
街
並
み
に
も
意
味
が
あ

り
台
風
等
の
自
然
災
害
か
ら
家
を

守
る
工
夫
が
各
所
に
見
ら
れ
ま
し

た
。
小
木
港
小
木
家
で
昼
食
後
名

物
の
た
ら
い
舟
乗
船
で
す
。
波
も

な
く
絶
好
の
天
気
で
し
た
。
佐
渡

歴
史
伝
説
館
（
ロ
ボ
ッ
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
）
で
は
日
蓮
聖
人
や
順
徳

上
皇
等
の
佐
渡
の
歴
史
ア
ラ
カ
ル

ト
が
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
上
演
さ
れ

ま
し
た
。
佐
渡
市
に
は
酒
蔵
が
真

野
鶴
・
北
雪
・
金
鶴
・
天
領
盃
・

真
稜
の
５
蔵
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
尾
畑
酒
造
（
真
野
鶴
）
見
学
で

す
。
ビ
デ
オ
見
学
の
後
お
酒
の
試

飲
が
あ
り
、
お
酒
や
お
菓
子
の
お

土
産
を
買
い
求
め
ま
し
た
。

次
い
で
妙
宣
寺（
国
指
定
重
文
・

五
重
塔
）
１
８
２
５
年
建
立
新
潟

県
で
唯
一
の
五
重
塔
を
拝
観
。
佐

渡
国
分
寺
跡
を
車
窓
か
ら
眺
め

て
、
相
川
・
七
浦
地
区
民
宿
七
浦

荘
に
到
着
。
入
浴
後
宴
会
場
へ
。

乾
杯
の
挨
拶
後
に
参
加
者
の
自
己

紹
介
が
行
わ
れ
た
。
４
組
の
方
々

が
会
報
誌
の
記
事
を
見
て
参
加
し

た
と
の
事
で
し
た
。
各
自
打
ち
解

け
て
歓
談
を
し
て
い
る
中
で
、
大

学
の
先
輩
・
後
輩
が
い
て
二
人
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

翌
日
は
き
ら
り
う
む
佐
渡
（
金

山
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
）
で
す
。
い

ろ
い
ろ
映
像
を
駆
使
し
て
佐
渡
金

山
の
歴
史
と
作
業
内
容
や
江
戸
時

代
か
ら
の
関
わ
り
等
を
再
現
し
て

い
ま
す
。
佐
渡
金
山
の
坑
道
見
学

を
し
ま
し
た
が
、
狭
い
坑
道
を
金

を
求
め
て
掘
り
進
む
苛
酷
な
労
働

を
再
現
し
た
人
形
が
各
所
に
配
置

さ
れ
て
い
て
当
時
の
状
況
が
よ
く

理
解
で
き
ま
し
た
。

佐
渡
金
山
の
そ
ば
に
佐
渡
汽
船

等
が
運
営
す
る
売
店
が
あ
り
24
金

の
高
価
な
製
品
・
ネ
ッ
ク
レ
ス
や

ス
ト
ラ
ッ
プ
等
々
あ
り
お
土
産
に

買
っ
た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
以
上
で
今
回
の
郷
土
訪
問
旅

行
は
終
了
し
佐
渡
汽
船
の
フ
ェ

リ
ー
と
き
わ
丸
で
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
。
船
中
で
は
昨
夜
の
続
き
の

小
宴
会
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
佐
渡
は
広
大
で
ほ
ん
の

一
部
の
観
光
で
し
た
が
ご
参
加
の

皆
様
に
感
謝
で
す
。

（
旅
ク
ラ
ブ
代
表
・
鈴
木
輝
雄
）

で
佐
渡
汽
船
乗
り
場
に
向
か
い
ま

し
た
。
フ
ェ
リ
ー
お
け
さ
丸
に
乗

り
出
港
す
る
と
と
も
に
小
宴
会
が

始
ま
り
、
船
内
を
見
て
回
る
人
や

食
堂
で
食
事
を
す
る
方
等
お
ら
れ

ま
し
た
が
２
時
間
半
の
船
旅
は

あ
っ
と
い
う
間
に
両
津
港
で
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
21
名
で
し
た

が
、
こ
こ
で
二
手
に
分
か
れ
て
地

元
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
両
津

港
近
辺
を
散
策
し
た
２
組
16
人
か

ら
は
大
変
良
か
っ
た
と
後
程
お
聞

き
し
ま
し
た
。
県
人
会
役
員
組
廣

川
・
佐
藤
・
村
山
・
鈴
木
各
副
会

長
・
清
水
事
務
局
長
は
タ
ク
シ
ー

で
新
築
完
成
し
た
ば
か
り
の
佐
渡

市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
、
ご
多
忙

の
中
渡
辺
竜
五
市
長
に
御
挨
拶
し

ま
し
た
。
佐
渡
金
山
の
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
指
定
が
今
年
こ
そ

実
現
す
る
だ
ろ
う
と
の
事
で
し

た
。
新
市
役
所
は
内
装
に
木
材
を

大
量
に
使
い
暖
か
い
感
じ
で
し
た
。

宿
泊
は
両
津
・
椎
崎
温
泉
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
桂
で
各
組
が
合
流
し
部

屋
割
の
あ
と
温
泉
入
浴
で
す
。
宴

会
を
楽
し
ん
だ
後
、
ホ
テ
ル
の
女

将
さ
ん
の
ご
配
慮
で
地
元
踊
り
名

手
の
佐
渡
お
け
さ
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
佐
渡
汽
船
添
乗
員

の
村
田
憲
三
さ
ん
が
佐
渡
お
け
さ

名
人
村
田
文
三
さ
ん
の
曾
孫
に
な

る
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

佐
渡
の
魅
力
ス
ポ
ッ
ト
を

ガ
イ
ド
付
き
観
光
バ
ス
で
巡
る

翌
30
日
は
ガ
イ
ド
付
き
観
光
バ

ス
で
佐
渡
巡
り
で
す
。
小
木
地
区

の
小
木
民
族
博
物
館
（
元
小
学
校

校
舎
）
で
は
２
組
に
ガ
イ
ド
さ
ん

二
人
が
付
き
広
い
館
内
を
拝
観
し

ま
し
た
。
古
民
具
の
展
示
が
多
く

懐
か
し
い
思
い
で
す
。
昔
の
小
学

１
年
生
か
ら
高
学
年
ま
で
の
木
造

の
机
が
保
存
さ
れ
展
示
し
て
あ
り

総
勢
21
名
の
参
加
者
が

２
泊
３
日
で
佐
渡
巡
り

令
和
５
年
度
最
後
の
郷
土
訪
問

旅
行
は
佐
渡
島
に
決
ま
り
ま
し

た
。
日
程
は
３
月
29
日
か
ら
31
日

ま
で
の
２
泊
３
日
旅
行
で
し
た
。

県
人
会
事
務
局
か
ら
佐
渡
汽
船
に

依
頼
し
て
旅
行
を
企
画
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

上
越
新
幹
線
組
は
東
京
駅
９
時

30
分
発
の
と
き
３
１
４
号
に
乗
車

す
る
予
定
で
し
た
が
、
東
京
駅
に

着
い
た
ら
東
北
新
幹
線
が
事
故
で

大
幅
に
遅
れ
発
車
の
目
途
が
立
た

ず
準
備
の
出
来
た
列
車
か
ら
随
時

発
車
と
の
事
で
す
。
集
ま
っ
た
人

達
は
こ
れ
か
ら
出
る
新
幹
線
に
取

り
敢
え
ず
乗
車
し
ま
し
た
。
定
時

の
集
合
時
間
に
遅
れ
た
方
に
連
絡

や
携
帯
に
電
話
し
た
ら
奥
様
が
出

て
主
人
は
携
帯
を
忘
れ
て
行
き
ま

し
た
と
言
わ
れ
て
連
絡
が
付
か
ず

新
潟
駅
の
集
合
場
所
で
待
と
う
と

か
出
だ
し
か
ら
ハ
プ
ニ
ン
グ
で
し

た
。
新
潟
駅
の
忠
犬
タ
マ
公
像
前

が
集
合
場
所
で
し
た
が
そ
こ
で
現

地
集
合
組
と
合
流
し
て
タ
ク
シ
ー

佐渡歴史伝説館前で参加者 21名記念撮影

　

・
日
時
：
３
月
29
日（
金
）～
31
日（
日
）

　

・
企
画
：
県
人
会
・
旅
ク
ラ
ブ

『
佐
渡
島
旅
行
』紀
行
記

春
浅
き
佐
渡
の
魅
力
ス
ポ
ッ
ト
巡
り

（ 16 ）
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広
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目
次

　

左
記
の
企
業
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

二
幸
産
業
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�
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�
�
�
�
�
表
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新
潟
日
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�
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�
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�
�
�
�
�
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18
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ホ
テ
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ラ
ク
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潟
��
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18

第
四
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越
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行
�
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�
�
�
�
�
18

東
信
用
組
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�
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱
本
間
組
�
�
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱
台
一
環
境
�
�
�
�
�
�
�
�
18

日
成
ラ
イ
フ
㈱
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱D
I Palette

��
�
�
�
�
�
�
18

朝
日
酒
造
㈱
�
�
�
�
�
�
�
表
3

ゆ
き
ぐ
に
信
用
組
合
�
�
�
�
表
3

Ｇ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ
会
計
事
務
所
�
�
表
3

品
川
翔
英
�
�
�
�
�
�
�
�
表
3

㈱
大
庄
�
�
�
�
�
�
�
�
�
表
4

新
潟
縣
人

二
〇
二
四
年
六
月
号

定
価
三
〇
〇
円 （
送
料
別
）

発
行 

東
京
新
潟
県
人
会

編
集 

東
京
新
潟
県
人
会
広
報
委
員
会

〒
一
一
〇
―
〇
〇
〇
五

東
京
都
台
東
区
上
野
一
―
十
三
―
六

電
話 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
一
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
三
九
番

振
替 

〇
〇
一
六
〇（
四
）六
二
七
二
四

名
義 

東
京
新
潟
県
人
会

印
刷 

㈱D
I Palette

　
　

  

東
京
都
中
央
区
晴
海
一
―
八
―
十 

晴
海
ア
イ
ラ
ン
ド 

ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア 

オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
Ｘ
棟
40
階

編

集

後

記

　

６
月
・
水
無
月
・june

　

季
節
暦
「
24
節
気
・
72
候
」
は
、

小
満
・
末
候
（
５
・
31
～
６
・
４
） 

か
ら
芒
種
・
初
候
（
６
・５
～
９
）

へ
。
梅
雨
。
う
っ
と
お
し
い
時
候

で
す
が
、
花
や
樹
に
と
っ
て
は
生

命
を
与
え
ら
れ
る
恵
み
の
雨
。

　

本
号
６
月
号
の
フ
ロ
ン
ト
・
ペ
ー 

ジ
は
、
梅
雨
の
頃
、
ひ
と
き
わ
魅

力
的
に
咲
く
「
紫
陽
花
」
を
掲
載
。 

日
本
画
家
・
大
矢
紀
さ
ん（
Ｒ
５
芸 

術
院
賞
受
賞
）の
画
文
集（
Ｐ
17

紹
介
）か
ら
ご
提
供
頂
き
ま
し
た
。

　

６
月
。私
ど
も
新
潟
県
人
会
は
、 

５
・
18
の
令
和
６
年
度
定
時
総
会

を
へ
て
、
宮
田
亮
平 

新
・
県
人

会
長
の
も
と
、
実
質
的
な
新
年
度

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

 

（
広
報
委
員
長 

樋
口 

高
士
）

県
関
連
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
・
紹
介

県
関
連
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
・
紹
介

画
家
自
ら
の
手
に
な
る
シ
ョ
ー

ト
・
エ
ッ
セ
イ
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。
画
家
は
「
あ
と
が
き
」
で

「
…
道
端
で
名
も
な
い
花
が
咲 

い
て
お
り
ま
す
と
、
い
と
お
し
さ

と
共
に
心
の
安
ら
ぎ
を
お
ぼ
え 

ま
す
。
ど
の
花
も
、
そ
れ
な
り
に

や
さ
し
く
美
し
く
、
そ
れ
ぞ
れ

我
々
人
間
に
な
く
て
は
な
ら
な 

い
も
の
の
よ
う
で
す
。
…
」

　

本
書
の
構
成
は
、冒
頭
の「
万
葉 

の
花
（
椿
）」（
昭
和
60
年
４
月
） 

か
ら
最
終
頁
の「
春
の
日（
春
蘭
）」 

（
平
成
２
年
３
月
）ま
で
、す
べ
て 

〝
見
開
き
二
頁
〟
に
画
像
と
エ 

ッ
セ
イ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

み
ず
み
ず
し
い
筆
致
の
画
像
と

や
さ
し
い
文
体
の
エ
ッ
セ
イ
の
調
和

　
「
揺
れ
る
花
」　　
　
　
（
Ｐ
10
）

　

初
夏
の
風
に
揺
れ
る
百
合
の

花
。
百
合
と
は
、〝
揺
れ
る
〟
か

ら
き
た
名
だ
と
い
い
ま
す
。
美 

人
の
形
容
に
「
立
て
ば
芍

し
ゃ
く

薬や
く

、
座 

れ
ば
牡ぼ

丹た
ん

、
歩
く
姿
は
「
百
合
の

花
」
と
い
う
俗
説
が
あ
り
ま
す 

が
、
こ
の
〝
揺
れ
る
〟
と
い
う 

動
詞
の
姿
を
と
ら
え
た
も
の
で 

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

　

…
…
… 

略

い
つ
わ
り
の
人
ほ
ど
歌
は
巧
み
な
り

　

 

う
ち
頷
く
姫
百
合
の
花

 

落
合
尚
文　

 
（
広
報
・
樋
口
）

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園
芸
」表
紙
挿
画 

に
よ
る
画
文
集

　

本
書
は
、
昭
和
60
年
４
月
か
ら 

６
年
間
に
及
ぶ
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味 

の
園
芸
」
の
表
紙
挿
画
72
点
に 

著
者
大
矢
紀
氏
（
日
本
画
家
）
の

エ
ッ
セ
イ
を
添
え
た
画
文
集
。

　

四
季
折
々
の
季
節
の
移
ろ
い 

の
中
で
、
画
家
の
心
を
と
ら
え 

た
小
さ
な
花
、
豪
華
絢
爛
の
花
。

画
家
は
、
朝
、
昼
、
夕
べ
、
夫
々

の
時
間
を
懸
命
に
生
き
て
い
る

花
々
を
慈
し
み
な
が
ら
描
き
、

春
夏
秋
冬
の
花
々
と
エ
ッ
セ
イ

『
大
矢
紀
画
文
集「
折
々
の
花
」』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
矢 

紀
・
著

著者：大矢 紀
発行：日本放送
　　　出版協会
東京都渋谷区
宇田川町 41 － 1
印刷：日本写真印刷
　　　株式会社
発刊：平成 3 年 11 月

▶ 

万
葉
の
花（
椿
） 

Ｓ
60
・
４

▶ 

は
つ
な
つ
の
花（
花
菖
蒲
） 

Ｓ
60
・
６

▶ 

揺
れ
る
花（
百
合
） 

Ｓ
60
・
７
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本　　社　新潟市中央区万代 4 丁目 5 番 15 号
　　　　　TEL ０２５- ２４７- ５１７１

　　代表取締役社長　市　村　　稿　
東京支店　東京都新宿区中里町 29 番地 3
　　　　　TEL ０３- ５２０６- ５６６０

　　執行役員支店長　宮　澤　稲　夫

創ります。人と自然と文明の共存を。

株式会社 本間組
新潟本社　〒951-8650 新潟市中央区西湊町通三ノ町 3300‐3
 TEL　025‐229‐2511（代表）
東京支店　〒101-0033 東京都千代田区神田岩本町４
 TEL　03‐3256‐0921（代表）
　ホームページアドレス　http://www.honmagumi.co.jp

＜【横型】名刺広告（カラー指定）＞ 

 
地域によりそう。 

地域にこたえる。 
地域をうごかす。 

〈東京支店・東京中央支店〉 
中央区日本橋室町 1－6－5(だいし東京ビル 3・4階) TEL 03(3270)4441 

〈池袋支店〉 
豊島区東池袋 3－4－3(NBF池袋イースト 10階)   TEL 03(3981)8221 

東京本部 〒104-6040  東京都中央区晴海1-8-10  晴海アイランド
  トリトンスクエア オフィスタワーＸ棟40階  TEL 03-6671-8284
HPアドレス https://www.dip.co.jp/

本　　社 〒950-8724  新潟市中央区和合町２丁目４番１８号  第一和合ビル
 TEL 025(285)7161㈹ 〈企画開発本部〉

2024年1月1日より、株式会社第一印刷所は

「株式会社DI Palette」に
社名（商号）を変更しました。

ディーアイパレット

今を知る。明日につながる。

毎朝 5時に紙面を配信！
「新潟日報電子版」お申し込みはこちら

東京支社 / 東京都千代田区内幸町 2 丁目 2 番 1 号
日本プレスセンタービル 2 階   TEL.03-5510-5511

e-mail：daiichi-kankyo@mx1.alpha-web.ne.jp
本　社　東京都世田谷区代田 6－6－9－1A　☎03（3468）4114㈹

●　環境ダイイチ　あなたの為に!!

社　長　金　子　秀五郎（燕市出身）

ゴキブリ、ダニ、南京虫、ネズミ
白アリ、樹木害虫、除草作業

衛生害虫駆除請負

（ 18 ）
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新 潟 県 長 岡 市 朝 日 880 ― 1
T E L . 0 2 5 8 （ 9 2 ） 3 1 8 1

事業継承（親族、従業員、外部）・Ｍ＆Ａ・事業再生に関わるご相談、
何なりとどうぞ‼（初回無料です）

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151



東
京
新
潟
県
人
会　

事
務
局
／
電
話
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
１
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
３
９

新
潟
縣
人
　
　
六
月
号（
第
八
三
八
号
）

令
和
六
年
五
月
三
十
一
日
印
刷
　
令
和
六
年
六
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

昭
和
三
十
二
年
一
月
十
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
　
第
二
甲
第
九
号


	01_表1_202406
	02_表2_202406
	03_NIIGATAGALLERY_目次_202406
	04_05_定時総会_202406
	06_新潟情報館 THE NIIGATAオープン_202406
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